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皮膚 科 領 域 にお け るSulfamethoxazole-Trimethoprim合 剤 の使 用経 験

樋 口謙太郎 ・利谷昭治 ・末永義則

九州大学医学部皮膚科教室

は じ め に

今回,sulfamethoxazole(SMX)とtrimethoprim

(TMP)の 合剤(以 下ST合 剤 と略す)が 開発 され,使

用する機会をえ,若 干の知見 をえたので報告す る。

 ST合 剤 を 構成す る2種 の 薬剤 の うち, SMXは す で

に広 く臨床に供され ている薬剤 で,そ の作用は細菌の核

酸合成過程の中でパ ラァ ミノ安 息香酸 か ら2水 素葉酸へ

の経 路を ブロックする ものである。一方,TMPは2水

素葉酸か ら4水 素葉酸への経 路をブ ロックす るものであ

る。 本剤は これ ら2つ の核酸 合成 阻害剤 を組 み合わせ る

ことに よ り,抗 菌力を よ り強力に発揮 させる 属的 で作 ら

れた薬剤であ る。 その組み合わせはST合 剤1錠 中に

SMX 400 mg, TMP 80 mgを 配 合 した ものであ り,こ

の組み合わせが生体に と りこまれた ときに最大の抗菌作

用 を発揮す ることが基礎的研究で確かめ られてい る。

抗菌力および臨床成 績

われわれは九州大学付属病院皮 膚科 お よび福岡市内の

浜 の町病院,国 立福岡中央病院,福 岡赤+字 病 院の各皮

膚科 の協力をえて,そ の外来患者を対象 に して本研究 を

行 なつた。す なわ ち各種膿皮症において,そ の病巣分離

菌株 の本剤 への感受性お よびMICの 測定,な らびに本

剤 に よる臨床治療経過を観察 した。

まず病巣 よ りえた菌株数は 総計49株 で,そ の内訳は

Stmphylococcus aurepts 2株, Slaphptlococcus epider-

midis 20株,β-Streptococcus, Proteus, Enterobacter

各2株,Pseudo monas, Escherichia coli, Klebsiella

各1株 であつた。 これ らのおのおのにつ きSMX, TMP

のMICを 測定す る とともにFICを 出 し,2者 の配合効

果 の有無 につ き検討 し,さ らに各種抗生物質に対す る感

受性 について も検索 した(表1)。

SMX, TMPのMIC測 定には7.5%溶 血性馬血液加

MUELLER-HINTON agarを 用いた。 SMXに 対 し50

mcg/ml以 上 の耐性を示す菌株はStaphptlococcus au-

reusで6株, Staphylococcus epidermidisで12株,

その他5株 であつ た。TMPに 対 して50 mcg/ml以 上

の耐性を示 した菌株はPseudomonasの1株 のみであつ

た。

FIC indexに つ いては 表1に 示す とお り,膿 皮症 の

起 因菌 と考え られ るStophylococcus aecreusに おいて

はすべ て0.3以 下 であ り,SMX, TMPの2者 の相乗

効果が少な くともin vitroに おいては認め られ た。 ま

たPCG, ABPC, SMに 耐性を示す1株 を含む6株 の

SMX高 度耐性株において も同様 の結果をえた。

臨床的 には膿皮症患者59例 にST合 剤 を投与 した。投

与量 は成人 に対 しては1日4錠 を朝夕2回 投与,小 児で

は1例 のシロ ップを投与 した例を除 き,年 令,症 状に応

じて1日2～3錠 を投与 した。

対象疾患 の内訳は〓12例,〓 腫症3例,毛 包 炎3例,

尋 常性 お よび膿疱性座瘡19例,膿 痂疹2例,そ の他皮下

膿 瘍,二 次感染 お よび 二次性膿皮症な ど2り例である。

え られた臨床成績 は表2に 一括 して示 した。

効 果判定 は一次性膿皮症にお いては4～5日 を基準 と

し,そ れ以内に略治あるいは臨床症状の著明な改善 を示

した ものを有効,皮 疹 の改善 に何 らかの良い効 果を示 し

た ものをやや有効,ST合 剤投与 にもかかわ らず 不変ま

たは増悪 した もの,副 作用発現 のため投与中止のやむ な

きにいたつた ものをすべ て無効 とした。二次感染例お よ

び二次性膿皮症 を含む慢性化膿性皮膚疾患では,個 々の

疾患で原因あ るいは経過 が異 なるので症例に応 じて効 果

判定を行ない,有 効,や や有効,無 効 と した。

抗菌剤の効果判定に最 も適当 と考 えられ る〓12例 にお

いて は,経 過不明 の1例 を除 き,有 効8例,や や有効1

例,無 効2例 の成績であつた。 無効2例 の うち1例 は油

症 の患者 で投与に もかかわ らず症状 の悪化 を抑制 しえな

かつ た。局所的 には 、Proteusの 混合感染 があ り,全 身

的にも病変 を増悪 させ る何 らかの因子の関与 があつた も

の と考 え られ る。

〓腫症3例 の うち有効1例,や や有効1例,無 効1例

であ り,毛 包炎3例 では有効2例,無 効1例 であ り,膿

痂疹2例 ではいずれ も有効 であつた。座瘡群は抗菌剤 の

効果を調べるには不適 当な疾患 であるか もしれないが19

例に投与 し,経 過不明の2例 を除 き,有 効5例,や や有

効5例,無 効7例 とい う結 果であ り,一 次性膿皮症に比

し,成 績はやや劣つた。 その他の疾患 では効果がかな ら

ず しも一定せず,明 らかに二 次感染 と考 えられ る例には

ある程度 の効果を認めた もの もあつた。

 以上 の臨床成績を疾患別に まとめる と表3の よ うにな

り,有効率 は経過不 明のものを除 き,有 効 のみでは48%,

やや有効を加える と73%で あつた。 癌,〓 腫症,毛 包炎,

膿痂疹な ど 一次性 膿皮症 のみ では 有効 率は 有効 のみで
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68%,や や有効を加える と78%で あ り,か な りの成績

を示 した。

副作用は4例 において認め られ,そ のた め中止 のやむ

な きにいたった ものは2例 であっ た。4例 中3例 は 胃腸

障害 を訴 えた ものであ り,1例 は投与3日 目頃 よ り,背

部に固定疹の発現をみた ものであ る。

ま と め

1. 病巣 由来の ブ ドウ球菌に対す るSMX,TMPの

MICは,SMXで0.78～100mcg/ml以 上であ り,TMP

では0.022～3.12mcg/mlで あつた。FlC indexは

SMX耐 性菌を含 めて いずれ も0.4以 下であ り,少 な く

ともin vitroで の相乗効果が認め られた。 その他の菌株

でも β-Streptococcusの1株,Escherichia coliの1株

を除 きFICは0.4以 下 であつ た。

2. 膿皮症59例 の うち経過不明の3例 を除 く56例 で

有効率 は有効 のみ で48%,や や有効を含め ると73%で

あった。一次性膿皮症 のみ では68%,78%で あつた。

3. 副作用は4例 に認め,3例 は 胃腸障害を,1例 は

固定疹 の発現をみた。

(稿を終 るに臨み,本 研究に御協 力下 さつた浜 の町病

院皮膚科 矢幡敬部長,国 立福 岡中央病院皮膚科 幸田弘

部長,福 岡赤十字病院皮膚科 都外川幸雄部長に謝 意 を

表す る。)

CLINICAL TRIALS OF SULFAMETHOXAZOLE-TRIMETHOPRIM 

COMBINATION ON SOME INFECTIOUS SKIN DISEASES 

KENTARO HIGUCHI, SHOJI TOSHITANI and YOSHINORI SUENAGA 

Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Kyushu University

The following results were obtained by our clinical studies on sulfamethoxazole-trimethoprim 

combination: 

1) The combination of sulfamethoxazole and trimethoprim was effective in vitro to Staphylococci 

isolated from infectious skin lesions. 

2 ST tablets were given to 56 cases of pyoderma. The therapeutic results were effective in 27 

cases, moder tely effective in 14 cases and not effective in 15 cases, but were effecctive in 13 cases 

of 19 cases of primary pyoderma. 

3) Side effects were observed in 4 cases, that is, gastrointestinal symptom in 3 cases and fixed 

drug eruption in 1 case.

表3 疾患別臨床成績


